
（様式 ７） 

会  議  録 

会 議 の 名 称           令和５年度 第３回 上尾市立原市中学校学校運営協議会 

開 催 日 時          
令和５年１２月１９日（火） 

 午前・午後１０時３０分 ～ 午前・午後０時００分 

開 催 場 所          上尾市立原市中学校 図書室 

会長氏名 会 長    山田 正也 

出席者 (委員 )氏名          

会 長    山田 正也  

副会長    宮川 義弘  

委 員    取本 恭子  神宮 知子  

    武笠 さおり 栗田  尚  

主幹教諭   須田 治茂  

教 頭    清水  諭  

校 長    洞派 英樹  

傍聴者   ０名 

議 題 

（１）学校評価について 

（２）学校の課題解決に向けて 

（３）意見交換等 

協 

議 

要 

旨 

協議の結果 意見の概要 

（１） 

学校評価の結果と来年度の

課題について説明し、委員の

方から意見をいただいた。 

・生徒、保護者、教員の評価結果を踏まえ、学校関

係者評価を行う。 

・年間５回程度の学校運営協議会だけでは、学校の

実情が見えないところがあるため、学校との連携

を強化していく必要がある。学校公開の期間など

に有効に活用していきたい。 

（２） 

学校の抱えている課題やそ

の解決方法について説明し、

委員の方から意見をいただい

た。 

・本校と地域で実施している「原市寺子屋」の存続

について、様々な意見をいただいた。 

・主催の「おやじの会」からは高齢化や人材不足の

ため、主催団体だけでは存続することが難しいと

の意見があった。 

・学校応援団の活動と連携しながらやっていく必要

がある。 

・学校としては、「働き方改革」の観点から、地域の

方々に運営をお願いしたいと申し出た。 

（３） 

学校・家庭・地域の現状を

踏まえ、委員の方から意見を

いただいた。 

・副会長から、先日のコミュニティスクール研修会

についての報告があった。学校運営協議会の運営

の仕方や進め方について、改善すべきところであ

る。 

・学校運営協議会として、主体的に動いていく必要

がある。 

 


